
 

 

 

  

 

 
 
日時‣令和４年 1月 14日 (金) 14:00～17:00 
場所‣オンラインシンポジウム（遠隔会議配信型） 
定員‣1000名 事前申込制（先着順） 

「令和３年度都市の事前復興シンポジウム事務局」 
https://zoom.us/webinar/register/WN_YuJGfVnMTt6JozwPg5mHSw 
TEL︓03 -6264 -0577 （平日 9:00～17:00）E-mail︓ toshi@wolfstyle.co.jp 
（YouTubeでも、動画配信を実施します。その場合は、申し込み不要です。） 

申し込み先（お問合せ先） 

「東京仮住まい 今考えよう。地震後の暮らしを守るために。」の紹介 
吉川 玉樹   （東京都 住宅政策本部 住宅施策専門課長） 

「大船渡市はいかに復興したのか」 
戸田 公明 氏 （大船渡市 市長） 

「時限的市街地の実現に向けて」 
【コ－ディネーター】 
中林 一樹  氏（東京都立大学／首都大学東京 名誉教授） 

【パネリスト】 
戸田 公明  氏（大船渡市 市長） 
市古 太郎  氏（東京都立大学 都市政策科学科 教授） 
佐藤 慶一☆ 氏（ハーバード大学 客員研究員／専修大学 教授） 
佐々木 晶二  氏（土地総合研究所 専務理事）  
加藤 政幸  氏（国分寺市 まちづくり部長） 
吉川 玉樹  （東京都 住宅政策本部 住宅施策専門課長）  
朝山  勉  （東京都 都市整備局 市街地整備部長） 

 
 
 
 
 
 
 

都からの報告

パネルディスカッション 

基 調 講 演

 主催︓   東京都  後援︓東京都公立大学法人 

知 事 挨 拶
東京都知事 小池 百合子 

 

 

 
 

 無料 
参加費 

 

大船渡市 PRキャラクターおおふなトン 

※時限的市街地：本格的な復興に着手するまでの間、被災宅地等を活用して仮設住宅等を確保する、都独自の取組 

☆事前録画 

古紙配合率70％再生紙を使用しています


